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令和７年度 町政の取組状況について 

 

１ 町政の方向 

 「こどもたちに夢と未来をつなぐまち」 

～美しい山・川・海 人が躍動する 交流と共生のまちをめざして～ 

 

２ 令和７年度の重点施策推進状況 

 

「（1）安全・安心なまちのしくみづくり（防災、生活環境、交通、地域活性化）」 

ア 治山治水対策の推進 

集中豪雨や台風等による被害を防ぐため、町管理河川の浚渫（しゅんせつ）や改修工

事（１３河川）などを行っています。 

 

イ 消防防災力・防犯体制の強化 

大規模災害時における救援、救護、復旧活動の拠点として香住区山手地内に整備を進

めています地域防災拠点施設については、１１月末の竣工の予定です。鉄筋コンクリー

ト造２階建て、延べ床面積約８００㎡で、１階は救援物資等の集積・配送スペース、２

階には備蓄倉庫、待機スペース、会議室等を備えた防災拠点となります。 

消防施設については、今年度消防車両やポンプ等の更新はありませんが、必要な箇所

の消火栓の更新、移設等を順次行っているところです。 

また、防犯対策では、町が行う防犯カメラや防犯灯の整備事業とともに、区・自治会

のほうでも、町の補助制度をご活用いただき、集落内での防犯カメラの設置やＬＥＤ防

犯灯の整備に取り組んでいただいております。 

 

ウ 道路網の整備 

町民生活の利便性と安全性を確保するため、町内の橋梁（４７橋）の計画的な点検及

び橋梁修繕工事（１橋）や損傷の著しい路線の舗装修繕工事（１４路線）を行っていま

す。 
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また、早期事業化が課題の山陰近畿自動車道の未事業化区間である佐津ＩＣから竹野

ＩＣ間、主要地方道香住村岡線の加鹿野から三谷間（大乗寺ＢＰⅡ期）については、引

き続き早期の事業着手、完成に向けて要望活動を行います。 

さらに、現在事業中である国道９号笠波峠除雪拡幅事業についても、残りの福岡区内

の０．７ｋｍの早期整備に向けて国の事業推進を支援いたします。 

なお、令和４年度に事業着手した小代区内の国道４８２号大谷バイパスⅡ期工事につ

きましては、早期開通に向けて事業が進められています。 

 

エ 公共交通の維持 

町民バスの利便性向上を図るため、射添線のデマンド化の実証実験を１０月、１１月

の２か月間、行います。結果を検証し、有効であれば、導入に向けた検討を行うことと

しております。 

 

オ 地域の活動拠点の整備 

老朽化が著しい香美町地域活性センター「小代物産館」については、地域住民の交流

促進、観光客など外部の方々との交流促進を図るため、本年度から令和８年度にかけて

整備工事を予定しており、現在、工事着手に向けた準備を進めています。 

 

「（2）活力あるまちづくり（農林水産業の振興）」 

ア 農業の振興・有害鳥獣対策 

今年は、１９５１年の統計開始以降で最も早い梅雨明けとなった上、連日の猛暑及び

少雨による渇水により、町内でも農作物、とりわけ水稲への影響が心配されましたが、

それぞれの地区において協力され、番水制やポンプアップによる配水で渇水対策を講じ

たと聞いています。その後は、台風等の大きな災害もなく稲刈りも順調に行われていま

す。 

本年度も、消費者へのＰＲと生産者の栽培意欲の向上に繋げる機会として、来月２９

日に「香美町おいしいお米コンテスト」を開催します。 

また、県下一の「二十世紀梨」の産地であることから、「香住なしの学校」を開設

し、研修生の受け入れ、新たな担い手の育成を行うことにより産地の維持に努めていま

す。 
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さらに、農業生産基盤の確保のため中心的担い手や認定農業者の育成、農業法人の設

立及び必要な農業用機械器具の導入に対する支援を引き続き行うとともに、新規就農者

の育成・定着に向け、初期投資や経営安定を図るための費用に対し支援を行うととも

に、令和７年度から新たな対策期間に入る第６期中山間地域等直接支払事業及び第３期

多面的機能支払事業の取り組みを推進することで更なる耕作放棄地の増加防止と安定的

な農業経営を図ります。 

また、有害鳥獣対策として、猟友会と協力しての捕獲体制の強化、防除柵設置に対す

る支援を継続することで、有害鳥獣被害の軽減に努めています。 

 

イ 畜産の振興 

世界農業遺産「人と牛が共生する美方地域の伝統的但馬牛飼育システム」を次世代に

継承していくために、世界農業遺産の保全と活用に重点的に取り組むとともに、国内外

に向けて兵庫美方地域の魅力を発信し、美方郡産但馬牛のより一層の資質向上を目指

し、「但馬牛の原産地」として、優良系統の維持と生産規模の拡大による畜産業者の経

営安定を図ります。 

 

ウ 林業の振興 

森林資源の適切な管理や有効活用を図るため、国県等と協力して各種事業を展開する

ほか、令和６年度から課税が開始された森林環境税を財源とした森林環境譲与税を活用

し、条件不利地での間伐、自伐型林業者の森林施業及び集落主体の森林整備に対する支

援等に取り組んでいます。 

 

エ 漁業・水産加工業の振興 

「香美町の水産を考える会」による漁業・水産加工業全体のあり方の検討を引き続き

行うとともに、香住東港水産加工排水処理場の更新により、加工排水の適正処理を進

め、町内水産加工業者の安定経営の推進に努めます。 

また、全国で先駆けて制定された「香美町魚食の普及の促進に関する条例」に基づ

き、引き続き魚食普及活動への支援を行い、地域の水産物の消費拡大と地域経済の活性

化を図ります。 
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「（3）活力あるまちづくり（観光業、商工業の振興）」 

ア 商工業の振興 

人材確保のための特定技能制度や技能修得を目的とする技能実習生等の外国人を受け

入れる事業者が年々増加していることから、外国人受入費用補助 による事業者の負担

軽減を図るとともに、従業員の社宅改修経費を支援することで、従業員確保を図りま

す。 

複数の仕事を組み合わせた新たな働き方（マルチワーク）による安定雇用を創出し、

移住による地域づくり人材を確保する「香美町地域づくり事業協同組合」の活動を支援

し、引き続き地域経済の維持と振興、地域の担い手育成に努めています。 

 

イ 観光業の振興 

コロナ禍以降、観光需要はインバウンドを含め都市圏への偏在が見られ、依然として

地方の状況はコロナ前の水準まで回復していません。 

地域の観光資源を活かした魅力発信を行い、観光需要の増加に向け、観光イベントの

支援を行うとともに、観光ホームページやＳＮＳなどを通じた情報発信を行ってまいり

ます。 

麒麟のまち観光局を主体に本町を含む１市６町で構成する広域連携によるインバウン

ド受入環境整備や観光ＤＸ事業に取り組み、観光客増加に努めます。 

山陰海岸ジオパークは令和６年度の世界審査で４年間の認定（グリーンカード）とな

りました。今後、一層のジオパーク活動の普及推進に取り組みます。 

 

「（4）将来を担うひとづくり（移住定住、結婚、子育て、教育）」 

ア ふるさと納税の推進 

ふるさと納税については、本年度で寄附額１３億円突破を目指し、事業者との連携強

化、魅力的な返礼品の開発や品目の拡充、ＰＲ体制の充実等を推進しています。 

また、寄附者の「香美町を応援したい」という思いを大切にし、町への寄附を継続的

に行っていただくため、返礼品や同梱パンフレット等を通じた町の魅力発信を積極的に

行っています。 

これらシティプロモーションを通じた地域活性化を図り、町内事業者の売上向上、町

の財源確保に繋げてまいります。 
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イ 妊娠・出産・子育て支援の充実 

妊娠・出産の不安軽減と経済的支援を目的として、本年４月より、「妊婦のための支

援給付事業」を実施しています。また、町独自の子育て支援である「かみっこオムツ券

交付事業」を活用した伴走型相談支援の充実、切れ目のない子育て支援の推進、子育て

しやすい環境整備の強化を図っています。 

子育てに係る更なる経済的支援として、１０月１日より「子ども遠距離通院交通費助

成事業」を実施し、治療や入院のために子どもを遠方の医療機関などへ通院させる際に

要した交通費の一部助成を行います。 

今後も子育て支援の充実を進めながら少子化対策に努めてまいります。 

 

ウ 乳幼児及びこども医療費の完全無料化 

本年７月より、乳幼児及び子どもに係る医療費助成において所得制限を撤廃し、医療

費の完全無料化を実施し、すべての保護者の負担軽減を図っています。 

 

エ 教育振興基本計画の推進 

令和８年度に策定します「第３次香美町教育振興基本計画」の見直しに向け、児童生

徒、保護者、教職員及び町民を対象としたアンケート調査を実施しています。このアン

ケートの結果や意見をもとに、計画がより充実し、子どもたちの未来を切り拓くものと

なるよう策定作業を進めてまいります。 

 

オ 学校再編 

令和４年度に策定しました学校再編計画に基づき、村岡区小学校等再編検討委員会を

設置し、就学前施設を含めた村岡区の学校園の再編の検討を行っています。また、引き

続き香住区就学前施設の再編に向けた検討、香住区小学校２次再編に向けた準備を進め

てまいります。 

 

カ 部活動地域移行(地域展開)の推進 

全国的に進められています中学校部活動の地域移行につきましては、名称の「地域移

行」を今後は国の方針にならい「地域展開」と変更し、今年度に設置しました「部活動
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のあり方検討委員会」におきまして、地域展開の方法及び開始時期の検討や推進計画の

策定に取り組んでまいります。 

 

（5）安心な暮らしづくり（保健、医療、福祉） 

ア 健康づくりの推進 

町民が自分らしく健やかに暮らせる「健康長寿」の実現を目指し、令和５年度に策定

した「第３次健康増進計画」及び「第３次食育推進計画」に基づき、健康づくり事業を

進めています。 

また、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症など各種予防接種に係る費用の一

部助成による負担軽減を継続するとともに、町ぐるみ健診として特定健康診査及びがん

検診等の受診促進を図り、健康で安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

イ 高齢者福祉・障害者福祉の充実 

令和８年度に予定しています第１０期の「香美町高齢者福祉計画」・「介護保険事業

計画」の策定、及び「第４期香美町障害者福祉計画」の改定に向けて、各種アンケート

調査の実施に着手しています。 

また、「医療と介護の連携」に関する取り組み、課題となっています障害者支援施設

の改修について検討を行っています。 

 

（6）住民サービスの向上（行財政運営） 

ア 情報環境の整備と情報発信の充実 

光回線サービス未提供の１６集落をはじめとする町内の未提供世帯に対し、光回線サ

ービスに代わるインターネット接続方法として衛星通信サービスへの加入に際し、本年

度から初期費用の一部を補助しています。 

また、現在のホームページは今年度末に保守期限を迎えることから、ホームページの

令和８年４月のリニューアルに向け、新たなホームページ作成を行っています。 

 


